






はじめに

　川崎病の急性期に,尿中白血球数が増加することは,いくつかの報告がありよ

く知られていることである。今回,われわれは,1971 年より 1977 年までの 7 年

間に,東京女子医大第 2病院小児科に入院した川崎病 138 例において,膀胱穿刺

尿と経尿道尿の尿中白血球数の比較,尿中白血球数と冠動脈病変との関係およ

び,尿中白血球数と筆者らの冠動脈造影の適応を決定するスコアとの関係を検

討し,興味ある結果をえた。


